
（４）不動産投資における環境や社会への貢献の阻害要因

「不動産投資における環境や社会への貢献」の阻害要因について、順に「③投資パフォーマンスの根拠が不十分で
あること」（29.7％）、「①情報が不足していること」（24.7％）、「②投資対象が不足していること」
（18.2％）について「大いに阻害要因」との回答が多い。環境不動産に関する情報整備の必要性、特に投資パ

フォーマンスの根拠に関する情報の必要性の高さが示唆された

【国内】

問４．不動産投資における環境や社会への貢献について、貴機関において阻害要因となっていると考えられ
るのは次のどのような項目ですか。一つずつ○をつけてください。

環境不動産投資の促進のためには、投資パフォーマンスの根拠づけに資する
検討や、環境不動産に関する情報整備を実施していくことが重要である。
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①情報不足

②投資対象不足

③投資パフォーマンスの根拠が不十分

④テナント等からの要求がない

⑤組織内部での意見が不一致

⑥受託者責任と不適合

大いに阻害要因となる ほぼ阻害要因となる 少し阻害要因となる

あまり阻害要因とならない ほとんど阻害要因とならない 全く阻害要因とならない
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